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【
事
実
の
概
要
】

一　

亡
Ａ
は
昭
和
四
七
年
四
月
か
ら
訴
外
会
社
の
東
京
本
社
に
入
社
し
、
編
集
局
特
信
部
競
馬
担
当
記
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
そ
の
後

昭
和
五
三
年
一
月
か
ら
昭
和
五
七
年
一
二
月
ま
で
は
同
局
運
動
部
に
所
属
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
、
プ
ロ
野
球
を
担
当
し
て
い
た
が
、
昭
和

五
八
年
に
は
再
び
特
信
部
に
配
属
さ
れ
、
北
海
道
出
張
中
の
昭
和
六
一
年
七
月
二
五
日
、
宿
泊
先
に
お
い
て
急
性
心
不
全
に
よ
り
死
亡
し
た
。

　

競
馬
担
当
記
者
と
し
て
の
亡
Ａ
の
主
な
業
務
は
、
訴
外
会
社
発
行
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
に
掲
載
す
る
た
め
の
中
央
競
馬
会
主
催
の
競
馬
予
想
記

事
そ
の
他
の
関
連
記
事
の
取
材
と
執
筆
で
あ
る
。
訴
外
会
社
に
お
い
て
は
、
札
幌
、
函
館
、
新
潟
及
び
福
島
の
各
競
馬
場
で
行
わ
れ
る
中
央

競
馬
主
催
の
夏
競
馬
に
つ
い
て
は
、
取
材
と
記
事
執
筆
は
当
該
開
催
地
に
競
馬
担
当
記
者
が
交
代
で
長
期
出
張
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
そ

　
（
一
一
五
五
）
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の
他
中
山
競
馬
場
及
び
東
京
競
馬
場
に
つ
い
て
は
、
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
短
期
出
張
し
、
競
馬
開
催
日
に
は
競
馬
場
で
の
レ
ー

ス
取
材
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
訴
外
会
社
で
の
競
馬
担
当
記
者
の
出
張
に
は
、
夏
競
馬
開
催
の
た
め
の
三
週
間
か
ら

五
週
間
の
長
期
出
張
と
、
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
泊
二
日
の
短
期
出
張
を
繰
り
返
す
も
の
、
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
亡
Ａ
は

死
亡
す
る
一
年
前
の
昭
和
六
〇
年
七
月
二
五
日
か
ら
昭
和
六
一
年
七
月
二
四
日
ま
で
、
勤
務
日
数
二
八
〇
日
の
う
ち
、
一
六
〇
日
（
一
年
間

の
勤
務
日
数
の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
出
張
を
行
っ
て
い
た
。

二　

亡
Ａ
は
、
第
二
回
札
幌
競
馬
及
び
牧
場
取
材
の
た
め
、
昭
和
六
一
年
六
月
二
五
日
か
ら
同
年
七
月
二
八
日
ま
で
三
三
泊
三
四
日
の
予
定

で
、
単
独
で
北
海
道
に
出
張
（
以
下
本
件
出
張
）
を
行
っ
た
。
本
件
出
張
中
の
亡
Ａ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
月
曜
日
が
公
休
日
、
火
曜
日
か

ら
木
曜
日
が
早
朝
取
材
を
含
む
取
材
及
び
記
事
執
筆
、
金
曜
か
ら
日
曜
日
ま
で
が
昼
前
か
ら
の
競
馬
場
に
お
け
る
取
材
等
で
あ
り
、
写
真
撮

影
も
行
っ
て
い
る
。
亡
Ａ
の
死
亡
前
一
週
間
（
金
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
）
の
出
退
勤
状
況
は
、
七
月
一
八
日
が
午
前
一
一
時
三
〇
分
か
ら

午
後
六
時
ま
で
、
七
月
一
九
日
が
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
七
月
二
〇
日
が
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、

七
月
二
一
日
は
、
本
来
公
休
日
で
あ
っ
た
も
の
の
業
務
の
都
合
上
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
あ
っ
た
。
翌
七
月
二
二
日
は
午
前
五
時

三
〇
分
か
ら
午
前
一
一
時
三
〇
分
ま
で
競
馬
場
で
勤
務
し
た
後
、
約
四
時
間
高
校
野
球
の
取
材
を
行
い
、
七
月
二
三
日
は
午
前
五
時
三
〇
分

か
ら
午
後
六
時
ま
で
勤
務
し
て
い
る
。
死
亡
日
の
前
日
に
あ
た
る
七
月
二
四
日
は
午
後
〇
時
三
〇
分
か
ら
五
時
ご
ろ
ま
で
通
常
の
勤
務
を
行

い
、
そ
の
後
午
後
六
時
か
ら
「
札
幌
三
歳
ス
テ
ー
ク
ス
フ
ェ
ア
」
に
訴
外
会
社
の
担
当
記
者
と
し
て
出
演
参
加
し
、
午
後
七
時
三
〇
分
頃
に

は
宿
泊
先
に
戻
っ
て
い
る
。

　

本
件
出
張
中
で
あ
る
六
月
三
〇
日
か
ら
七
月
二
四
日
ま
で
の
原
稿
執
筆
量
（
記
事
掲
載
量
）
の
合
計
は
、
亡
Ａ
が
執
筆
し
た
か
ど
う
か
に

つ
き
争
い
の
あ
る
部
分
も
含
め
る
と
、
行
数
で
六
九
九
一
行
で
あ
り
、
一
日
当
た
り
平
均
約
二
八
〇
行
と
な
る
。
死
亡
前
一
週
間
の
原
稿
合

　
（
一
一
五
六
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計
量
は
二
三
二
九
行
、
一
日
当
た
り
平
均
約
三
三
三
行
で
あ
る
。

　

本
件
出
張
中
の
亡
Ａ
の
取
材
体
制
・
勤
務
状
況
を
他
社
と
比
較
す
る
と
、
Ｎ
社
が
三
名
（
う
ち
一
名
が
カ
メ
ラ
マ
ン
）、
Ｈ
社
、
Ｓ
社
が

と
も
に
二
名
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
訴
外
会
社
と
同
様
の
一
名
体
制
を
と
る
Ｔ
社
は
撮
影
を
専
門
カ
メ
ラ
マ
ン
に
外
注
し
て
い
た
。
出
張
期

間
は
Ｎ
社
が
四
週
間
、
Ｈ
社
が
二
、
三
週
間
、
Ｔ
社
が
一
〇
日
程
度
で
あ
る
。
同
年
七
月
一
九
日
か
ら
七
月
二
五
日
ま
で
の
北
海
道
競
馬
に

関
す
る
記
事
量
は
、
一
日
当
た
り
の
平
均
で
、
Ｎ
社
が
一
二
九
行
、
Ｓ
社
が
六
二
行
、
Ｈ
社
が
九
七
行
で
あ
る
。

三　

亡
Ａ
の
妻
で
あ
る
原
告
Ｘ
は
、
亡
Ａ
が
北
海
道
出
張
中
に
急
性
心
不
全
で
死
亡
し
た
の
は
、
業
務
上
の
死
亡
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
Ｙ

（
中
央
労
基
署
長
）
に
対
し
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
き
遺
族
補
償
給
付
及
び
葬
祭
料
の
支
給
を
請
求
し
た
が
、
Ｙ
は
こ
れ
を
不

支
給
と
す
る
旨
の
処
分
（
以
下
「
本
件
不
支
給
処
分
」）
を
行
っ
た
。
本
件
は
、
Ｘ
が
本
件
処
分
の
取
消
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

【
判
旨
】　

請
求
認
容

一　

因
果
関
係
の
判
断
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
「
労
災
保
険
法
の
関
係
規
定
（
同
法
一
条
な
い
し
三
条
、
二
条
の
二
、
七
条
、
一
二
条
の
八
、
二
四
条
等
）
か
ら
す
れ
ば
、
労
災
保
険
法

の
定
め
る
労
災
補
償
制
度
は
、
使
用
者
が
労
働
者
を
そ
の
指
揮
監
督
の
下
に
業
務
に
従
事
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
業

務
に
内
在
す
る
各
種
の
危
険
に
労
働
者
が
遭
遇
す
る
こ
と
が
不
可
避
的
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
労
働
者
保
護
の
見
地
か
ら
、
使
用
者
の
過
失

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
危
険
が
現
実
化
し
て
疾
病
等
の
災
害
が
発
生
し
た
以
上
、
そ
の
災
害
に
よ
っ
て
労
働
者
が
受
け
た
損
害
は
使

用
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
に
対
し
労
働
力
の
毀
損
に
対
す
る
損
失
て
ん
補
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
衡
平
に
か
な
う
と
し
て
、

そ
の
補
償
義
務
を
課
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
災
保
険
法
の
立
法
目
的
、
労
災
補
償
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
労
働
者
に
生
じ
た

　
（
一
一
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疾
病
等
が
業
務
上
の
疾
病
等
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
法
的
に
み
て
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
関
係
、

す
な
わ
ち
労
災
補
償
を
認
め
る
の
を
相
当
と
す
る
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
業
務
と
疾
病
等
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ

と
を
要
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　

そ
の
相
当
因
果
関
係
の
有
無
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、「
当
該
労
働
者
の
業
務
の
内
容
・
性
質
、
作
業
環
境
、
業
務
に
従
事
し
た
期

間
等
の
労
働
状
況
、
当
該
労
働
者
の
疾
病
発
症
前
の
健
康
状
況
、
発
症
の
経
緯
、
発
症
し
た
症
状
の
推
移
と
業
務
と
の
対
応
関
係
、
業
務
以

外
の
当
該
疾
病
を
発
症
さ
せ
る
原
因
の
有
無
及
び
そ
の
程
度
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
経
験
則
上
、
業
務
に
内
在
す
る
危

険
が
現
実
化
し
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
か
に
よ
り
決
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

二　

亡
Ａ
の
死
因
に
つ
い
て

　
「
亡
Ａ
の
死
亡
時
の
状
況
は
、
痛
み
を
感
じ
た
よ
う
に
は
み
え
な
い
か
ら
、
心
筋
梗
塞
の
可
能
性
は
低
く
、
重
症
の
致
死
的
不
整
脈
と
推

認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」「
重
症
不
整
脈
は
、
心
室
細
動
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
こ
の
致
死
的
不
整
脈
は
心
室
細
動
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
」、
亡
Ａ
に
は
、
特
段
の
危
険
因
子
は
な
く
、
亡
Ａ
の
心
臓
に
極
め
て
短
い
期
間
に
心
臓
疾
患
が
発
生
し
た
こ
と
を
認
め

る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
、「
こ
の
心
室
細
動
は
、心
臓
疾
患
が
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
人
に
突
然
起
こ
っ
た
も
の
、す
な
わ
ち
、

特
発
性
心
室
細
動
で
あ
る
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

三　

亡
Ａ
の
死
亡
の
業
務
起
因
性
に
つ
い
て

　
「
亡
Ａ
が
過
労
の
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
誘
因
と
な
っ
て
亡
Ａ
に
心
室
細
動
を
引
き
起
こ
し
、
致
死
的
不
整
脈
を
も
た

ら
し
て
急
性
心
不
全
で
死
亡
に
至
っ
た
高
度
の
蓋
然
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
（
一
一
五
八
）
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「
競
馬
担
当
記
者
と
し
て
の
亡
Ａ
の
業
務
は
、
著
し
く
出
張
業
務
が
多
く
、
そ
の
期
間
も
一
か
月
を
超
え
る
こ
と
が
度
々
あ
る
こ
と
、
出

張
時
は
、
追
い
切
り
調
教
を
取
材
す
る
時
は
早
朝
午
前
五
時
こ
ろ
に
起
床
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
職
務
時
間
が
変
則
的
で
あ
る
し
、
注
目

馬
の
動
向
も
注
視
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
取
材
対
象
、
取
材
内
容
、
取
材
場
所
が
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
初
対
面

の
人
に
も
取
材
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
出
張
時
の
宿
泊
先
は
寮
の
相
部
屋
か
ホ
テ
ル
で
の
長
期
の
一
人
暮
ら
し
で
あ
っ
て
、
自
宅
と

は
環
境
を
大
い
に
異
に
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
…
…
精
神
的
、
肉
体
的
に
相
当
負
担
の
あ
る
業
務
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
本
件
出
張
は
そ
の
予
定
が
三
三
泊
三
四
日
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
、
亡
Ａ
は
、
北
海
道
の
牧
場
や
札
幌
競
馬
を
単
独
で
取
材
し

て
い
た
。
単
独
取
材
は
、
代
わ
り
の
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
亡
Ａ
に
は
、
取
材
、
執
筆
、
送
稿
を
滞
ら
せ
な
い
た
め
の
精
神
的
な
緊
張
感

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
亡
Ａ
は
、
札
幌
競
馬
の
取
材
中
は
、
一
人
で
写
真
撮
影
も
兼
ね
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
亡
Ａ
の
執
筆
量
に
つ
い
て
は
…
…
他
社
の
記
者
の
執
筆
量
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
も
、
前
掲
証

拠
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
競
馬
の
レ
ー
ス
結
果
、
競
走
馬
の
調
教
時
の
様
子
、
騎
手
、
馬
主
の
動
向
、
レ
ー
ス
結
果
の
予
想
な
ど
多

種
多
様
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
他
社
の
記
者
の
出
張
期
間
や
取
材
等
に
当
た
る
人
数
、
執
筆
量
に
比
べ
、
亡
Ａ
が
相
当
負
担
の
あ
る
業
務
に
従
事
し

て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。」

　
「
亡
Ａ
は
、
昭
和
六
一
年
七
月
二
〇
日
に
は
シ
ン
ボ
リ
ル
ド
ル
フ
引
退
の
特
ダ
ネ
を
執
筆
し
て
い
る
」
が
、「
こ
の
記
事
の
執
筆
に
当
た
り
、

亡
Ａ
に
は
、
特
ダ
ネ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
社
に
気
づ
か
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
精
神
的
緊
張
感
」、「
力
の
入
っ
た
記
事
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
精
神
的
緊
張
感
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
ま
た
、
亡
Ａ
は
、
死
亡
三
日
前
の
同
月
二
二
日
に
は
、
早
朝
よ
り
取
材
し
た
後
、
仮
眠
を
と
ら
な
い
ま
ま
、
約
四
時
間
に
わ
た
り
高
校

野
球
の
取
材
を
し
、
執
筆
、
送
稿
し
て
い
る
が
、
過
去
に
五
年
間
の
野
球
担
当
記
者
と
し
て
の
経
験
が
あ
る
と
は
い
え
、
本
来
の
競
馬
取
材
、

　
（
一
一
五
九
）
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執
筆
、
送
稿
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
精
神
的
、
肉
体
的
負
担
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」

　
「
さ
ら
に
、
死
亡
前
日
の
同
月
二
四
日
に
は
、
公
開
の
『
札
幌
三
歳
ス
テ
ー
ク
ス
フ
ェ
ア
』
に
出
演
し
て
お
り
、
こ
れ
は
通
常
の
取
材
、

執
筆
と
は
異
な
り
、
多
数
の
観
客
の
面
前
で
発
言
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
時
的
と
は
い
え
、
精
神
的
な
負
担
は
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。」

　

亡
Ａ
の
労
働
時
間
の
「
具
体
的
時
間
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
が
」、「
亡
Ａ
は
、
前
記
労
働
時
間
を
相
当

程
度
上
回
る
時
間
、
記
事
の
執
筆
等
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　
「
亡
Ａ
の
急
性
心
不
全
の
直
接
の
原
因
と
推
認
さ
れ
る
特
発
性
心
室
細
動
は
、
仮
に
亡
Ａ
の
心
臓
に
何
ら
か
の
素
因
が
あ
っ
た
と
し
て
も

そ
の
自
然
的
経
過
を
超
え
て
進
行
増
悪
し
て
発
症
し
た
も
の
で
あ
り
、
亡
Ａ
の
過
重
な
業
務
が
誘
因
と
な
っ
て
発
症
し
た
も
の
で
、
亡
Ａ
の

死
亡
と
業
務
と
の
間
に
は
、
経
験
則
上
、
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
し
て
、
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
と
認
め
る
の

が
相
当
で
あ
る
。」

　
「
亡
Ａ
の
発
症
前
一
週
間
以
内
の
業
務
は
日
常
業
務
を
相
当
程
度
超
え
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
よ
り
前
の
業
務
も

過
重
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
亡
Ａ
の
死
亡
の
業
務
起
因
性
に
つ
い
て
は
、
本
件
認
定
基
準（

1
）に

照
ら
し
て
も
、
肯
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。」

四　

結
論

　
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
亡
Ａ
の
死
亡
は
、
亡
Ａ
の
従
事
し
た
業
務
に
起
因
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
業
務
上
の
死
亡
と

認
め
な
か
っ
た
本
件
処
分
は
違
法
で
あ
る
。」

　
（
一
一
六
〇
）
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【
検
討
】　

判
旨
概
ね
賛
成　

結
論
賛
成

一　

本
判
決
の
位
置
付
け

　

本
件
は
、
新
聞
記
者
の
長
期
出
張
中
に
生
じ
た
心
臓
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
業
務
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る（

2
）。

出
張
中
の
業
務
の
過
重
性
が
争
わ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。

　

本
判
決
の
争
点
は
、
①
業
務
と
疾
病
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
判
断
の
あ
り
方
、
②
亡
Ａ
の
直
接
の
死
因
、
③
亡
Ａ
の
死
亡
が
業
務
上

の
死
亡
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
主
た
る
争
点
は
③
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
、
関
連
す
る
限
り
で
①
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

二　

業
務
と
疾
病
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
判
断
の
あ
り
方

　

業
務
災
害
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
労
基
法
七
五
条
二
項
を
受
け
た
労
規
則
三
五
条
別
表
第
一
の
二
は
、
三
七
の
疾
病
を
一
般
的
に
業
務
と

の
因
果
関
係
の
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
「
そ
の
他
業
務
に
起
因
す
る
こ
と
の
明
ら
か
な
疾
病
」
と
い
う
一
般

条
項
（
第
九
号
）
を
定
め
て
い
る
。
脳
・
心
臓
疾
患
は
こ
の
一
般
条
項
に
よ
っ
て
業
務
災
害
と
認
め
ら
れ
う
る
が
、
こ
う
し
た
疾
病
が
業
務

災
害
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
業
務
と
疾
病
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
業
務
と
疾
病
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
間
に
合
理
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
災
害
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
見
解（

3
）

も
あ
る

が
、
行
政
解
釈
は
相
当
因
果
関
係
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
最
高
裁
も
ま
た
業
務
と
疾
病
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を
求
め
、

そ
の
疾
病
又
は
負
傷
が
原
因
と
な
っ
て
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
業
務
災
害
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る（

4
）。

判
旨
一
も
「
労
働
者
に
生
じ
た
疾
病
等
が
業
務
上
の
疾
病
等
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
法
的
に
見
て
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化

し
た
と
い
え
る
ほ
ど
の
関
係
、
す
な
わ
ち
労
災
補
償
を
認
め
る
の
を
相
当
と
す
る
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
業
務
と
疾
病
等
と
の

　
（
一
一
六
一
）
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間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
相
当
因
果
関
係
の
存
在
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
判
例
の
立
場
を
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
の
相
当
因
果
関
係
の
有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
業
務
が
相
対
的
に
有
力
な
原
因
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
業
務
起
因
性
を
認
め
な

い
と
す
る
立
場
（
相
対
的
有
力
原
因
説
）
と
、業
務
が
基
礎
疾
患
と
共
同
原
因
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
す
る
と
す
る
立
場
（
共
同
原
因
説
）

の
対
立
が
あ
り
、
行
政
解
釈
は
相
対
的
有
力
原
因
説
に
立
っ
て
い
る
。
判
例
に
も
、
業
務
が
相
対
的
に
有
力
な
原
因
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
や
、
共
同
原
因
と
な
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
る
も
の
、
ま
た
両
者
の
混
合
体
と
い
う
べ
き
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
が（

5
）、

横
浜
南
労
基
署
長

（
東
京
海
上
横
浜
支
店
）
事
件（

6
）に

お
い
て
最
高
裁
は
、
相
当
因
果
関
係
の
有
無
を
広
範
に
、
総
合
的
か
つ
柔
軟
に
判
断
す
る
と
の
立
場
を
と

っ
た
。
判
旨
一
も
こ
れ
に
沿
っ
て
「
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
経
験
則
上
、
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
と
い
え
る

ほ
ど
の
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
か
に
よ
り
決
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
行
政
解
釈
の
立
場
よ
り
も
よ
り
広
範
に
因
果
関
係
を

認
め
る
も
の
と
い
え
る
。

三　

亡
Ａ
の
死
亡
の
業
務
起
因
性
に
つ
い
て

　

判
旨
三
は
、
亡
Ａ
の
過
重
労
働
の
判
断
に
あ
た
り
、
出
張
業
務
が
多
か
っ
た
こ
と
、
出
張
中
の
勤
務
が
変
則
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
件
出

張
が
長
期
・
単
独
出
張
で
あ
っ
た
こ
と
、
記
事
執
筆
量
が
他
社
と
比
較
し
て
多
量
で
あ
っ
た
こ
と
、
死
亡
前
一
週
間
に
通
常
と
異
な
る
業
務

が
あ
っ
た
こ
と
、
特
ダ
ネ
執
筆
に
よ
る
精
神
的
負
担
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
認
定
は
で
き
な
い
と
し

な
が
ら
も
、
記
事
の
執
筆
量
等
か
ら
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
労
働
時
間
を
相
当
程
度
上
回
る
も
の
と
推
認
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
は
、
判
旨
は
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
長
時
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
認
し
て
い
る
の
み
で
、
む

し
ろ
普
段
か
ら
出
張
業
務
が
多
く
、
本
件
出
張
も
長
期
・
単
独
出
張
で
あ
っ
た
こ
と
、
記
事
の
執
筆
量
が
他
社
と
比
較
し
て
多
量
で
あ
り
、

　
（
一
一
六
二
）
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労
働
密
度
が
高
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
、
労
働
の
質
的
な
点
を
多
く
挙
げ
て
、
こ
れ
が
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
と
し
て
そ
の
過
重
性
を
認
め
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
一
般
に
、
過
重
労
働
は
そ
の
量
的
な
側
面
（
労
働
時
間
）
か
ら
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
か
ら
、
判
旨
が
質
的
な
側
面
に
多
く
を
言
及
し
、
結
論
と
し
て
過
重
労
働
を
認
め
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
行
政
解
釈
も
こ
う
し
た
質
的
な
過
重
性
を
必
ず
し
も
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
行
政
通
達
（
平
成
一
三
年
一
二
月
一
二
日
基
発
第
一
〇
六
三
号
）
は
、
過
重
負
荷
の
有
無
に
つ
き
、
そ
の
量
的
側
面
と
し
て
労

働
時
間
が
業
務
量
の
大
き
さ
を
示
す
指
標
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
と
す
る
。
長
期
間
の
疲
労
の
蓄
積
に
関
し
て

も
、「
発
症
前
一
か
月
な
い
し
六
か
月
に
わ
た
っ
て
一
か
月
当
た
り
お
お
む
ね
四
五
時
間
を
越
え
る
時
間
外
労
働
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は

業
務
と
発
症
と
の
関
連
性
は
弱
い
が
、
概
ね
四
五
時
間
を
越
え
て
時
間
外
労
働
が
長
く
な
る
ほ
ど
業
務
と
発
症
と
の
関
連
性
が
強
い
と
評
価

さ
れ
る
」、「
休
日
の
な
い
連
続
勤
務
が
長
く
続
く
ほ
ど
、
業
務
と
発
症
と
の
関
連
性
を
よ
り
強
め
」
る
と
し
、
労
働
時
間
を
重
視
す
る
と
の

立
場
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
質
的
側
面
に
関
し
て
も
、
勤
務
の
不
規
則
性
、
拘
束
時
間
、
状
況
、
精
神
的
緊
張
の
程
度
等
を
み

る
ほ
か
、
特
に
出
張
に
関
し
て
は
出
張
の
頻
度
、
出
張
中
の
業
務
内
容
、
宿
泊
の
有
無
、
出
張
中
に
お
け
る
睡
眠
を
含
む
休
憩
・
休
息
の
状

況
、
出
張
に
よ
る
疲
労
の
回
復
状
況
等
を
評
価
す
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
行
政
通
達
は
、
過
重
労
働
に
関
し
て
は
労
働
時
間
を
そ
の
判

断
の
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
質
的
側
面
も
総
合
考
慮
し
て
判
断
す
る
と
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

本
件
に
お
い
て
は
、
労
働
時
間
に
関
し
て
は
こ
れ
を
推
認
さ
せ
る
証
拠
し
か
存
在
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
質
的
側
面
か
ら
過
重
労
働
を

認
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
行
政
通
達
と
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
新
聞
記
者
と
い
う
裁
量
性
の
高
い
職
務
に
お
い
て
は
厳
密
な
労

働
時
間
の
算
定
は
困
難
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
記
事
の
執
筆
量
等
か
ら
推
認
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
、
出
張
が
問

題
と
な
っ
た
事
案
、
か
つ
新
聞
記
者
と
い
う
職
務
の
特
殊
性
を
考
慮
す
る
と
、
質
的
側
面
を
重
視
し
て
過
重
労
働
を
認
め
、
相
当
因
果
関
係

　
（
一
一
六
三
）



同
志
社
法
学　

五
八
巻
三
号

 

一
四
六

長
期
出
張
中
の
新
聞
記
者
の
死
亡
と
業
務
起
因
性

を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
判
断
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

本
件
に
お
け
る
出
張
業
務
の
具
体
的
評
価

　

⑴　

出
張
中
の
業
務
の
過
重
性
と
裁
判
例

　

判
旨
三
は
業
務
の
過
重
性
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
総
合
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
、
軽

重
が
わ
か
り
に
く
い
。
特
に
判
旨
三
が
、「
競
馬
担
当
記
者
と
し
て
の
亡
Ａ
の
業
務
は
、
著
し
く
出
張
業
務
が
多
く
、
そ
の
期
間
も
一
か
月

を
超
え
る
こ
と
が
度
々
あ
る
こ
と
」
と
述
べ
て
、
出
張
業
務
が
多
い
こ
と
、
ま
た
長
期
出
張
が
あ
る
こ
と
を
過
重
性
の
要
因
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
点
は
、「
出
張
」
そ
れ
自
体
を
業
務
の
過
重
性
の
判
断
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
賛
成
で
き

な
い
。
行
政
通
達
に
お
い
て
も
出
張
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
態
様
が
総
合
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
出
張
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
て
、
出
張
が
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
過
重
性
を
導
く
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
の
量
的
・
質
的
な
面
で
の
労
働
の
態
様
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

裁
判
例
に
お
い
て
出
張
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
個
々
の
事
情
に
よ
り
判
断
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
出
張
を
含
め
た
労
働
時

間
の
点
で
業
務
の
過
重
性
が
認
定
さ
れ
た
事
案
と
し
て
は
、
中
央
労
基
署
長
（
電
通
）
事
件（

7
）が

あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
当
該
労
働
者
の
労

働
時
間
が
常
に
所
定
労
働
時
間
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
繰
り
返
さ
れ
る
海
外
出
張
や
、
国
内
出
張
に
お
い
て
も
夜

遅
く
ま
で
業
界
関
係
者
と
面
談
、
会
食
等
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
か
ら
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
水
戸
労
基
署
長
（
茨

城
新
聞
社
）
事
件（

8
）で

は
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
仕
事
を
優
先
し
て
入
院
治
療
を
受
け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
労
働
者
の
死

亡
に
関
し
、
出
張
中
の
労
働
時
間
が
過
重
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
基
礎
疾
患
を
自
然
の
経
過
を
超
え
増
悪
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
長
期
出
張
に
よ

り
基
礎
疾
患
に
つ
い
て
の
治
療
の
機
会
を
失
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
多
面
的
に
出
張
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
静
岡
労
基
署
長
（
三
菱
電
機
静
岡
製
作
所
）
事
件
が
あ
る（

9
）。

　
（
一
一
六
四
）
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長
期
出
張
中
の
新
聞
記
者
の
死
亡
と
業
務
起
因
性

こ
の
事
件
は
、
工
場
の
製
造
部
門
の
労
働
者
が
販
売
店
へ
出
張
し
、
店
頭
販
売
業
務
に
従
事
す
る
中
で
労
働
者
が
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
張
中
の
拘
束
時
間
が
日
常
業
務
よ
り
も
長
時
間
で
あ
り
、
通
勤
時
間
も
長
時
間
に
わ
た
る
こ
と
、
日
常
業
務
と
異
な
る
職
務
で
精
神
的
緊

張
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
過
重
労
働
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ム
株
式
会
社
・
京
都
労
働
基
準
監
督
署
長
事
件（

10
）で

は
、
普
段
か
ら

の
過
密
労
働
に
加
え
て
、
出
張
が
多
く
、
そ
の
出
張
の
際
に
は
寝
台
列
車
の
利
用
や
、
自
動
車
を
長
距
離
に
わ
た
り
運
転
す
る
等
、
移
動
に

よ
る
労
働
者
へ
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
海
外
出
張
を
含
め
て
出
張
が
連
鎖
的
に
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
や
す
い
。

　

韓
国
へ
の
出
張
中
の
労
働
者
の
死
亡
が
問
題
と
な
っ
た
名
古
屋
南
労
基
署
長
事
件
（
矢
作
電
設
）
事
件（

11
）で

は
、
問
題
の
韓
国
出
張
前
に
な

さ
れ
た
度
重
な
る
出
張
に
つ
き
、
当
該
労
働
者
の
出
張
業
務
は
、
長
距
離
の
移
動
、
そ
の
前
後
の
社
内
業
務
と
の
兼
合
い
、
業
務
時
間
が
不

規
則
に
な
る
こ
と
、
当
該
出
張
は
拘
束
性
が
強
い
こ
と
等
か
ら
し
て
、
当
該
労
働
者
が
出
張
を
通
常
業
務
の
一
内
容
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、

社
内
業
務
と
比
較
し
て
同
人
の
肉
体
的
、
精
神
的
負
担
は
過
大
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
た
状
態

で
な
さ
れ
た
当
該
労
働
者
の
初
め
て
の
海
外
出
張
と
な
る
韓
国
へ
の
出
張
は
、
そ
の
こ
と
自
体
が
相
当
な
肉
体
的
、
精
神
的
負
担
に
な
る
こ

と
、
韓
国
出
張
に
お
け
る
拘
束
性
が
強
い
こ
と
、
寒
暖
差
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ
と
等
が
認
め
ら
れ
、
業
務
の
過
重
性
が
肯
定
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
く
国
内
外
へ
の
一
三
日
間
連
続
と
な
る
出
張
業
務
が
問
題
と
な
っ
た
三
井
労
基
署
長
（
三
井
東
圧
化
学
）
事
件（

12
）で

は
、
当
該

労
働
者
の
日
常
業
務
が
同
僚
と
比
較
し
て
大
差
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
出
張
が
多
い
だ
け
で
は
業
務
過
重
と
は
い
え
ず
、
死
亡
直
前
の
業
務

に
関
し
て
も
移
動
時
間
が
多
く
、
出
張
中
も
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
休
息
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
業
務
の
過
重
性
を
認
め
な

か
っ
た
地
裁
判
決
を
覆
し
、
高
裁
は
「
そ
も
そ
も
出
張
業
務
は
、
列
車
、
航
空
機
等
に
よ
る
長
時
間
の
移
動
や
待
ち
時
間
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
れ
自
体
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
あ
る
上
に
、
日
常
生
活
を
不
規
則
な
も
の
に
し
、
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
移
動
中
等
の

労
働
密
度
が
高
く
な
い
こ
と
を
理
由
に
業
務
の
過
重
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
し
て
、
一
連
の
業
務
の
過
重
性
を
認
め
て
い

　
（
一
一
六
五
）
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亡
と
業
務
起
因
性

る
。

　

近
年
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
神
戸
東
労
基
署
長
（
ゴ
ー
ル
ド
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
）
事
件（

13
）で

は
、
当
該
労
働
者
が
四
日
間
の
国
内
出
張
直
後

に
、
海
外
出
張
と
し
て
、
一
四
日
間
に
六
の
国
と
地
域
を
回
る
過
密
な
日
程
の
下
、
一
二
日
間
に
わ
た
り
休
日
も
な
く
連
日
長
時
間
の
勤
務

を
続
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
出
張
業
務
に
つ
き
特
に
過
重
な
業
務
に
あ
た
る
と
判
断
し
て
い
る（

14
）。

　

他
方
で
、
出
張
業
務
で
あ
っ
て
も
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
事
案
で
は
、
移
動
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
点
、
業
務
内
容

が
量
的
・
質
的
に
変
化
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
両
者
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
宿
泊
を
伴
う
出
張
で
あ
っ
て
も
移
動
に
よ
る
疲
労
の
回
復
が
十
分
に
見
込
め
る
上
、
業
務
内

容
が
通
常
と
変
わ
ら
な
い
と
し
て
、
出
張
に
よ
る
業
務
の
過
重
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る
事
案
が
あ
る（

15
）。

こ
の
事
案
で
は
、
移
動
に
よ
る
疲
労

の
蓄
積
に
関
し
て
は
、
宿
泊
を
伴
う
出
張
に
際
し
て
、
最
初
の
一
日
を
移
動
日
に
あ
て
、
二
日
目
を
安
全
教
育
や
作
業
に
つ
い
て
の
段
取
り

を
行
う
等
、
比
較
的
疲
労
が
蓄
積
し
に
く
い
よ
う
な
出
張
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
断
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
市

田
・
大
阪
中
央
労
働
基
準
監
督
署
長
事
件（

16
）で

は
、
衣
料
の
卸
売
り
と
い
う
業
務
に
つ
い
て
い
た
労
働
者
の
出
張
は
業
務
内
容
か
ら
し
て
出
張

が
日
常
業
務
の
色
彩
が
強
い
と
さ
れ
、
精
魁
堂
・
東
大
阪
労
働
基
準
監
督
署
長
事
件（

17
）で

は
、
機
械
製
品
の
納
入
、
据
付
け
、
修
理
等
を
目
的

と
す
る
出
張
業
務
が
通
常
業
務
と
比
較
し
て
質
的
差
異
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
え
な
い
と
さ
れ
、
と
も
に
出
張
に
よ
る
業
務
の
過
重
性
は
否

定
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵　

裁
判
例
の
分
析

　

以
上
の
裁
判
例
を
み
る
と
、
出
張
が
過
重
労
働
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
出
張
の
態
様
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
一
一
六
六
）
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ま
ず
、
出
張
中
の
労
働
が
量
的
に
過
重
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
自
体
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
張
特
有
の
労
働
の
質
的
な
面
で
の
問
題
と
し
て
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
ず
第
一
に
、
移
動
や
宿
泊
地
に
よ
る
疲
労
の
蓄
積
の
問
題
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
裁
判
例
に
お
い
て
こ
れ
を
指
摘
す
る
も
の
は

多
い
。
一
般
的
に
、
出
張
は
移
動
に
よ
っ
て
労
働
者
が
疲
労
す
る
た
め
、
出
張
中
の
労
働
密
度
が
低
い
と
し
て
も
、
業
務
の
過
重
性
が
認
め

ら
れ
や
す
い
。
特
に
海
外
出
張
を
含
め
て
出
張
が
連
続
・
連
鎖
的
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
等
、
短
期
的
に
出
張
が
繰
り
返
さ
れ
、
業
務
地
の

移
動
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
そ
れ
が
海
外
で
あ
る
等
長
距
離
で
あ
る
場
合
に
は
、
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
。

し
か
し
、
移
動
や
宿
泊
の
問
題
そ
れ
自
体
は
、
適
切
な
疲
労
回
復
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
。

　

次
い
で
、
出
張
業
務
に
お
い
て
は
業
務
内
容
が
通
常
の
業
務
と
異
な
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
出
張
が
業
務
上
精
神
的
緊
張
を
強
い
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
特
に
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ
の
点
が
言
及
さ
れ
る
。
一
般
的
に
は
、
出
張
業
務
は
日
常
業
務
と
比
し
て
通
常
以
上

の
負
担
が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
出
張
業
務
は
労
働
者
の
負
担
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
し
か
し
、
出
張
業
務
が
日
常
業
務
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
場
合
や
、
も
は
や
出
張
業
務
自
体
が
日
常
業
務
と
変
わ
ら
な
い
場
合
等
は
、
必
ず
し
も
労
働
者
に
と
っ
て
特
別
の
負
担
を
引
き
起

こ
す
と
は
評
価
さ
れ
ず
、
こ
の
点
か
ら
業
務
の
過
重
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
特
に
宿
泊
を
伴
う
出
張
業
務
に
お
け
る
拘
束
性
の
程
度
が
あ
げ
ら
れ
る
。
通
常
業
務
に
お
い
て
、
労
働
者
は
自
宅
等
通
常
の
生

活
上
の
拠
点
か
ら
仕
事
場
に
通
う
わ
け
で
あ
る
が
、
宿
泊
を
伴
う
出
張
業
務
に
お
い
て
は
、
労
働
時
間
外
で
あ
っ
て
も
通
常
の
生
活
拠
点
と

は
異
な
る
場
所
で
肉
体
的
、
精
神
的
疲
労
の
回
復
に
努
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
る
と
、
宿
泊
を
伴
う
長
期
の
出
張
業
務
は
、

そ
の
拘
束
性
の
高
さ
か
ら
、
一
定
の
範
囲
で
業
務
の
過
重
性
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
。

　
（
一
一
六
七
）
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⑶　

本
件
へ
の
あ
て
は
め

　

以
上
を
本
件
に
つ
い
て
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
本
件
出
張
に
お
け
る
労
働
の
質
的
な
面
で
の
評
価
と
し
て
は
、
上
述
し
た
三
点
の
う
ち
、

長
期
出
張
に
よ
る
拘
束
性
の
程
度
の
み
が
問
題
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

本
件
出
張
に
よ
る
亡
Ａ
の
負
担
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
移
動
や
宿
泊
に
よ
る
疲
労
の
蓄
積
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
。
亡
Ａ
は
日
常
的
に

出
張
業
務
が
多
く
、
こ
う
し
た
出
張
に
よ
る
移
動
等
の
負
担
が
一
応
は
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
を
挙
げ
て
業

務
の
過
重
性
を
考
慮
す
る
際
に
は
、
こ
の
移
動
に
よ
る
負
担
が
実
際
に
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
軽
減
さ
れ
て
い
た
の

か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
単
純
に
出
張
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
移
動
や
宿
泊
に
よ
る
疲
労
回
復
と
い
う
視
点
か
ら
、
業

務
の
過
重
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
長
期
出
張
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
移
動
の
負
担

は
む
し
ろ
軽
減
さ
れ
、
宿
泊
施
設
等
も
十
分
に
整
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
疲
労
回
復
の
面
で
の
問
題
は
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
い
で
、
業
務
内
容
の
点
で
は
、
出
張
に
よ
る
業
務
の
過
重
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
確
か
に
、
亡
Ａ
の
出
張
中
の
業
務
は
、

業
務
時
間
が
変
則
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
単
独
の
記
事
の
執
筆
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
出
張
以
外
の
日
常
業
務
と
比
し
て
考
え
れ
ば
精
神

的
に
緊
張
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
亡
Ａ
は
新
聞
記
者
と
し
て
普
段
か
ら
出
張
が
多
く
、
一
年
の
勤
務
日
数

の
う
ち
、
半
分
以
上
の
出
張
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
出
張
に
よ
る
業
務
の
内
容
も
、
そ
の
都
度
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
亡
Ａ
は
新
聞
記
者
と
し
て
、
出
張
に
よ
る
取
材
を
い
わ
ば
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
例
に
お
い
て
、
出
張
中
の
業
務
内
容
か
ら
特
に
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
を
認
め
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
主
と
し
て
日
常
業
務
と
異
な

る
業
務
を
行
う
こ
と
に
そ
の
根
拠
を
求
め
て
お
り
、
本
件
の
よ
う
に
日
常
的
に
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
出
張
を
行
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
業
務

内
容
の
点
か
ら
そ
の
過
重
性
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
件
に
お
い
て
も
、
業
務
内
容
と
い
う
意
味
で
は
、
労
働
者
に
か
か
る
負
担
が
比
較

的
軽
度
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
は
、
出
張
中
に
な
さ
れ
た
高
校
野
球
の
取
材
や
、
札
幌
三
歳
ス
テ
ー
ク
ス
フ
ェ
ア
へ
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者
の
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亡
と
業
務
起
因
性

の
出
演
は
、
あ
る
程
度
の
過
重
性
を
認
め
る
要
因
と
な
り
う
る
。
し
か
し
、
野
球
の
取
材
に
関
し
て
は
過
去
の
経
験
が
あ
る
こ
と
、
札
幌
三

歳
ス
テ
ー
ク
ス
フ
ェ
ア
に
関
し
て
は
比
較
的
短
時
間
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
に
よ
る
負
担
も
あ
ま
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

一
方
、
拘
束
性
の
程
度
は
問
題
で
あ
る
。
亡
Ａ
は
三
三
泊
三
四
日
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
取
材
を
し
て
お
り
、
出
張
業
務
に
よ
る
拘
束
性

は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
普
段
か
ら
出
張
業
務
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
、
拘
束
性
の
程
度
と
い
う
意

味
で
は
問
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
本
件
出
張
に
関
し
て
は
、
特
に
出
張
特
有
の
問
題
と
し
て
は
長
期
出
張
が
引
き
起
こ
す
拘
束
性
の
程
度
が
問
題

に
な
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
格
別
業
務
の
過
重
性
を
認
め
に
く
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
出
張
に
よ
る
労
働
の
質
的
側
面
か
ら
だ
け
で
は
、

格
別
精
神
的
、
肉
体
的
に
負
担
の
多
い
業
務
で
あ
る
と
判
断
す
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
判
旨
三
で
は
、「
著
し
く
出

張
業
務
が
多
く
、
そ
の
期
間
も
一
か
月
を
超
え
る
こ
と
が
度
々
あ
る
」
こ
と
を
含
め
て
業
務
の
過
重
性
の
判
断
要
素
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
主
要
な
も
の
は
出
張
中
の
労
働
時
間
が
長
期
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
と
推
認
さ
れ
る
こ
と
の
他
に
、
多
量

の
記
事
の
執
筆
が
い
わ
ば
ノ
ル
マ
と
し
て
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
特
ダ
ネ
執
筆
に
よ
る
精
神
的
緊
張
等
で
あ
り
、
本
件
で
は
そ
れ
ら
を
総
合

勘
案
し
て
よ
う
や
く
業
務
の
過
重
性
を
認
め
る
に
至
っ
た
事
案
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
出
張
中
の
労
働
の
質
的
側
面
が
問
題
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
出
張
中
に
生
じ
た
負
担
で
あ
っ
て
も
出
張
に
特
有
の
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
通
常
の
業
務
に
お
け
る
負

担
の
評
価
、
す
な
わ
ち
裁
量
的
な
業
務
に
お
け
る
過
重
性
の
評
価
の
問
題
と
し
て
の
色
彩
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
判
旨
三
で
は
、
総
合
勘

案
と
し
て
各
要
素
を
並
列
的
に
配
置
し
て
お
り
、
出
張
そ
れ
自
体
の
評
価
と
、
業
務
の
負
担
の
評
価
と
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

業
務
の
過
重
性
の
判
断
要
素
の
関
係
が
や
や
不
鮮
明
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
件
が
出
張
中
に
事
故
が
起
き
た
事
案
で
あ
る
た
め

に
、
出
張
業
務
の
評
価
と
、
通
常
の
業
務
に
お
け
る
負
担
の
評
価
が
混
在
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。
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長
期
出
張
中
の
新
聞
記
者
の
死
亡
と
業
務
起
因
性

（
1
）　

昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
六
日
基
発
第
六
二
〇
号
、
平
成
七
年
二
月
一
日
基
発
第
三
八
号
、
平
成
八
年
一
月
二
二
日
基
発
三
〇
号
等
。

（
2
）　

本
件
の
評
釈
と
し
て
、
松
永
理
士
「
長
期
出
張
中
の
新
聞
記
者
の
死
亡
に
つ
き
、
業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
た
例
」
法
政
研
究
六
九
巻
四
号
一
九
五
頁
（
二
〇
〇

三
年
）。

（
3
）　

水
野
勝
「
保
険
事
故
」
窪
田
還
暦
『
労
災
補
償
法
論
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
八
五
年
）
一
六
五
頁
。

（
4
）　

最
二
小
判
昭
和
五
一
・
一
一
・
一
二
判
時
八
三
七
号
三
四
頁
。

（
5
）　

裁
判
例
に
お
け
る
共
同
原
因
と
相
対
的
有
力
原
因
に
つ
い
て
は
、
小
畑
史
子
「
脳
血
管
疾
患
・
虚
血
性
心
疾
患
の
業
務
上
外
認
定
に
関
す
る
裁
判
例
」
花
見
古
希

『
労
働
関
係
法
の
国
際
的
潮
流
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
〇
年
）
九
七
頁
を
参
照
。

（
6
）　

最
一
小
判
平
成
一
二
・
七
・
一
七
労
判
七
八
五
号
六
頁
。

（
7
）　

東
京
地
判
平
成
一
三
・
五
・
三
〇
労
判
八
一
三
号
四
二
頁
。

（
8
）　

東
京
高
判
平
成
一
三
・
一
・
二
三
労
判
八
〇
四
号
四
六
頁
。

（
9
）　

静
岡
地
判
平
成
三
・
一
一
・
一
五
労
判
五
九
八
号
二
〇
頁
。

（
10
）　

京
都
地
判
平
成
八
・
九
・
一
一
労
判
七
〇
九
号
五
九
頁
。

（
11
）　

名
古
屋
高
判
平
成
八
・
一
一
・
二
六
労
判
七
〇
七
号
二
七
頁
。

（
12
）　

東
京
高
判
平
成
一
四
・
三
・
二
六
労
判
八
二
八
号
五
一
頁
。

（
13
）　

最
三
小
判
平
成
一
六
・
九
・
七
労
判
八
八
〇
号
四
四
頁
。

（
14
）　

本
判
決
が
連
鎖
出
張
な
い
し
連
続
出
張
を
そ
の
過
重
性
の
要
因
と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
山
口
浩
一
郎
「
最
新
労
災
判

例
の
詳
解
・
海
外
出
張
中
に
発
症
し
た
穿
孔
性
十
二
指
腸
潰
瘍
と
業
務
起
因
性
」
ろ
う
さ
い
二
〇
〇
四
年
一
一
月
号
四
頁
。

（
15
）　

東
京
高
判
平
成
一
二
・
四
・
二
六
判
時
一
七
三
三
号
一
三
八
頁
。

（
16
）　

大
阪
高
判
平
成
三
・
三
・
二
二
労
判
五
八
七
号
四
四
頁
。

（
17
）　

大
阪
地
判
平
成
三
・
二
・
二
五
労
判
五
九
〇
号
六
九
頁
。

　
（
一
一
七
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）


